
美
高
の
生
徒
手
帳
に
は

「
8
時
25
分
ま
で
に
登
校

す
る
。
8
時
30
分
ま
で
に

Ｈ
Ｒ
に
入
室
し
て
い
な
い

場
合
は
遅
刻
と
す
る
」
と

書
い
て
あ
る
。
こ
れ
を
前

提
に
2
月
10
日
（
木
）
の

朝
、
1
・
2
年
生
を
対
象

に
登
校
状
況
調
査
を
行
っ

た
。
脱
靴
ホ
ー
ル
を
通
り

階
段
を
利
用
す
る
人
数
を

5
分
刻
み
で
計
測
し
た
と

こ
ろ
、
左
表
の
よ
う
に
な
っ

た
。入

室
時
刻
の
8
時
25
分

以
降
に
走
っ
て
登
校
す
る

生
徒
は
１
３
１
名
で
、
全

体
の
約
28
％
。
ほ
と
ん
ど

の
生
徒
は
駆
け
足
で
校
舎

内
に
走
り
込
ん
で
き
て
お

り
、
撮
影
に
回
っ
た
別
の

部
員
は
、
ギ
リ
ギ
リ
に
登

校
し
た
た
め
自
転
車
が
混

み
合
っ
て
い
る
登
校
の
様

子
を
と
ら
え
た
（
写
真
）
。

1
・
2
年
生
の
合
計
は

４
７
３
名
で
、
こ
の
日
の

欠
席
者
と
遅
刻
者
の
合
計

は
23
名
。
8
時
15
分
以
前

に
登
校
し
て
い
る
生
徒
も

１
０
０
名
以
上
い
る
こ
と

も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

冬
に
な
る
と
登
校
が
遅

れ
気
味
に
な
る
と
い
う
の

は
、
毎
年
の
光
景
だ
。
生

徒
の
登
校
す
る
様
子
に
つ

い
て
、
進
路
指
導
部
の
坂

田
先
生
に
お
話
を
う
か
が
っ

た
。

「
夏
に
比
べ
、
朝
遅
刻
し

て
く
る
生
徒
の
数
が
明
ら

か
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

寒
く
な
り
朝
起
き
に
く
い

の
も
分
か
り
ま
す
が
、
無

駄
な
夜
ふ
か
し
を
し
な
い

な
ど
、
生
活
リ
ズ
ム
を
整

え
て
ま
し
ょ
う
。
焦
っ
て

登
校
す
る
と
事
故
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
安
全
に
気

を
つ
け
な
が
ら
、
余
裕
を

も
っ
て
登
校
し
て
く
だ
さ

い
」
と
力
を
込
め
た
。

通
勤
に
つ
い
て
の
リ
サ
ー

チ
型
メ
デ
ィ
ア
「
通
勤
総

合
研
究
所
（
通
勤
総
研
）
」

の
調
査
に
よ
る
と
、
ビ
ジ

ネ
ス
の
場
に
お
い
て
「
5

分
程
度
の
遅
刻
で
相
手
の

印
象
が
下
が
る
」
と
答
え

た
人
は
83
・
5
％
、
「
打

ち
合
わ
せ
で
相
手
が
遅
刻

を
す
る
と
そ
の
会
社
が
信

用
で
き
な
い
と
感
じ
る
」

と
答
え
た
ひ
と
は
75
・
5

％
に
上
っ
た
。
約
束
し
た

時
間
は
守
る
べ
き
だ
と
い

う
認
識
は
広
く
一
般
化
し

て
お
り
、
ま
た
規
範
を
守

ら
な
い
者
に
は
制
裁
が
加

え
ら
れ
る
べ
き
と
考
え
る

傾
向
も
う
か
が
え
る
。

も
と
も
と
宗
教
的
行
事

だ
っ
た
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー

が
「
愛
の
日
」
と
し
て
の

意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
の
は
14
世
紀
頃
。
チ
ョ

コ
を
送
る
「
日
本
式
バ
レ

ン
タ
イ
ン
」
が
誕
生
し
た

の
は
70
年
代
後
半
だ
と
言

わ
れ
て
い
る

▼
最
近
で

は
ク
ッ
キ
ー
や
マ
カ
ロ
ン
、

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
も
店
頭
に

並
び
、
チ
ョ
コ
に
限
ら
な

く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
に
意
味
が
あ
り
、
マ
カ

ロ
ン
は
「
あ
な
た
は
特
別

な
人
」
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
は

「
あ
な
た
の
こ
と
が
好
き
」
、

ク
ッ
キ
ー
は
「
友
達
で
い

ま
し
ょ
う
」
、
マ
シ
ュ
マ

ロ
は
「
あ
な
た
は
好
き
で

は
な
い
」
だ
そ
う
だ
。
諸

説
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
根

拠
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か

▼
3
月
14
日
の
ホ
ワ
イ
ト

デ
ー
は
全
国
飴
菓
子
工
業

協
同
組
合
が
発
案
し
た
と

も
言
わ
れ
、
同
組
合
は
84

年
を
「
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
定

着
の
年
」
と
し
て
い
る
。

一
部
に
は
「
3
倍
返
し
が

基
本
」
な
ど
と
言
わ
れ
る

が
、
こ
れ
は
バ
ブ
ル
期
の

名
残
と
も
い
わ
れ
、
利
息

制
限
法
違
反
だ
と
い
う
冗

談
も
あ
る
ほ
ど

▼
今
年

は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
手
作

り
で
は
な
く
既
製
品
を
買
っ

た
人
も
多
い
そ
う
だ
。
年

に
一
度
の
イ
ベ
ン
ト
、
皆

さ
ん
は
楽
し
め
た
だ
ろ
う

か
。

（
細
木
桃
香
）

自
分
の
生
活
習
慣
を
今

一
度
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
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令

和

四

年

二

月

十

八

日

広
島
市
立
美
鈴
が
丘
高
等
学
校

新
聞
文
芸
部
（
四
〇
三
演
習
室
）

今
回
は
、
音
楽
科
の
宮

田
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
っ
た
。

―
な
ぜ
学
校
の
先
生
に
な
っ

た
の
で
す
か
？

元
々
大
学
で
音
楽
の
勉

強
を
し
て
か
ら
は
楽
器
を

演
奏
し
て
お
金
を
貰
っ
て

い
ま
し
た
。
恩
師
が
立
ち

上
げ
た
吹
奏
楽
部
の
あ
る

学
校
か
ら
お
誘
い
の
電
話

が
あ
り
、
今
に
至
り
ま
す
。

―
得
意
な
こ
と
は
？

料
理
で
す
。
留
学
中
に

イ
タ
リ
ア
人
と
住
ん
で
い

た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
パ

ス
タ
が
得
意
料
理
で
す
。

―
好
き
な
言
葉
は
な
ん
で

す
か
？

今
を
一
生
懸
命
頑
張
り
、

明
る
い
未
来
が
あ
る
と
信

じ
る
。

―
美
高
生
に
一
言

他
人
の
価
値
観
で
生
き

る
の
で
は
な
く
、
自
分
の

人
生
を
生
き
て
く
だ
さ
い
。

歌
は
世
に
つ
れ
世
は
歌

に
つ
れ
。
歌
は
、
時
代
の

ア
ル
バ
ム
で
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

先
生
方
の
青
春
時
代
の
思

い
出
の
一
曲
を
、
当
時
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
紹

介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
回
は
、
理
科
の
沖
本

先
生
に
コ
メ
ン
ト
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

高
校
2
年
生
の
文
化
祭
、

私
の
ク
ラ
ス
の
発
表
は
ダ

ン
ス
で
、
そ
の
時
の
曲
が

こ
れ
だ
っ
た
。
韓
国
の
民

族
衣
装
を
着
て
、
韓
国
語

で
歌
い
な
が
ら
ダ
ン
ス
を

披
露
し
た
な
あ･

･
･

。
正

直
、
歌
詞
の
意
味
は
分
か

ら
な
か
っ
た
し
、
ダ
ン
ス

も
見
よ
う
見
ま
ね
だ
っ
た

け
ど
楽
し
か
っ
た
。
教
員

に
な
っ
て
別
の
視
点
で
驚

く
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は

当
時
文
化
祭
委
員
だ
っ
た

Ｋ
さ
ん
、
Ｋ
く
ん
の
辣
腕

ぶ
り
で
あ
る
。
歌
詞
を
韓

国
語
に
訳
し
、
振
り
付
け

を
考
え
、
人
数
分
の
衣
装

を
準
備
し
た
だ
と･

･
･

な

ん
て
人
た
ち
だ
。

曲
名

ア
ー
テ
ィ
ス
ト

Ｗ
Ａ
に
な
っ
て
お
ど
ろ
う

Ｖ
６

遅
刻
と
な
る
8
時
30
分
直
前
に
走
り
込
む
「
駆
け
込
み
登
校
」
が
増
え
て
い
る
。
ス
ピ
ー

ド
を
出
し
た
自
転
車
が
短
時
間
に
集
中
し
、
事
故
を
心
配
す
る
声
も
あ
る
。
ど
れ
く
ら
い

の
人
数
が
い
る
の
か
、
新
聞
部
で
独
自
に
調
査
を
行
っ
た
。8時25分に撮影した正門付近の様子

余
裕
あ
る
登
校
を

「
自
転
車
が
集
中
」
懸
念
も

生
活
指
導
部
の
話

♥高校生の時の思い出はありませ

んが、教員になってから生徒から

たくさんもらったことがあります。

女子だけじゃなく男子生徒からも。

それも手作りのクッキーだったり

色んなものをどっさり渡してくれ

ました。うれしかったけど、お返

しがとても大変でしたね。（Ｙ）

♥友チョコが流行ったので、沢山

作って女子で分けていました。当

時「義理チョコ」であげたクラブ

の先輩が今の旦那です。（Ｈ）

♥当日にはあげずに、印象に残り

やすい前日や数日後にあげていま

した。バレンタイン当日は、人が

あげているのをドキドキしながら

見ていましたね。（A）

♥当時住んでいたアパートでオー

ブンがあるのは私の家だけだった

ので、友達とみんなで集まって本

命チョコを作ってあげていました。

（Ｎ）

♥理系のクラスにいて、男子が30

人くらいで女子が10人くらい。バ

レンタインの日、文系クラスの方

はキラキラしてたんですけど、理

系クラスはバレンタインという日

に対して全然盛り上がりませんで

したね。手作りチョコなんて無く

て、昼休みにスーパーで買ってき

たトッポを配ってました。（Ｙ）

♥3姉妹で手作りチョコを作り、

深夜3時までオーブンを使ってい

たのをおぼえています。（Ｈ）

♥高校生の時にはチョコを作った

りあげたりはしていませんでした。

大学生の時にバイト先で、部活動

のマネージャーらしいお客さんか

ら「板チョコ30枚ください。1枚

ずつ梱包して」と頼まれた時には

こんな人もいるんだと驚きました。

（F）

もとJKに聞いた「バレンタインの思い出」

美高の女性の先生方が高校生だったとき、どんなイベントだったのでしょう？思い出を少しだけ

語ってもらいました。

時刻 通過した人数

8：15～ 53人

8：20～ 130人

8：25～ 131人

脱靴ホールを通過した時間と人数

｢

遅
刻
す
る
人｣

の

印
象
は
悪
い


